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問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

平成26年度  入学試験日程

　先日、アジア美術館の仮面ライダーアート展に行ってきま
した。キャッチコピーはもちろん「変身！」です。学生時分に
「学ぶことは変身することだ」と教わりハッとしたのを憶えて
います。それを知らなかった自分から知っている自分へと変
身することなのだ、と。特撮ヒーローのように劇的ではありま
せんが、そのささやかな変身は意味のある前進でもありま
す。日々勉学に勤しむ学生さんたちは日々変身しています。
われわれ教職員もペースはスローながら変身します。本誌で
そのような軌跡をお報せできれば幸いです。(NT)

今年も満開の桜が学園を彩りました。
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オープンキャンパス開催のお知らせ

福岡歯科大学 同窓生を対象とした
オープンキャンパスを5月26日（日）に開催
　同窓生を対象としたオープンキャンパスを下記の通り開催いたします。当日は
本学在職の同窓生との昼食会も企画しております。同窓生の皆さま、ふるって
ご参加ください。

　本学への入学希
望者をはじめ、そのご
家族や高校・予備校
の先生方を対象とし
たオープンキャンパス
を右記の日程で開催
いたします。お気軽に
ご参加ください。

福岡歯科大学・福岡医療短期大学
平成25年度一般向けオープンキャンパス開催

福岡歯科大学

福岡医療
短期大学

本館9階901教室福岡歯科大学
●施設見学 ●模擬実習 ●本学在職の同窓生および出席教員との昼食会
●大学概要説明 ●入学試験説明 など
福岡歯科大学 学務課 入試係　TEL 092-801-1885（直通）
E-mail gakumu@college.fdcnet.ac.jp

5月26日（日） 10：00～13：00

開催校 実施日

日 時

お問合せ

場 所

内 容

集合場所

7月27日（土）・8月3日（土）

福岡歯科大学

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡歯科大学学務課入試係　TEL.092-801-1885（直通）　FAX.092-801-0427
●ホームページURL http://www.fdcnet.ac.jp　 ●E-mail  gakumu@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/colhp

センター試験利用入試Ⅱ期区　分

募集人員
願書
受付期間
試験日

合格発表日

試験会場

AO入試Ⅱ期 学士等編入学試験一般入試A日程AO入試Ⅰ期 一般入試Ｂ日程

口腔歯学部

約17名 約15名 約45名 約4名 約2名 若干名 若干名約10名

福岡歯科大学試験場 福岡歯科大学試験場
及び東京試験場

H25.8.5（月）
～9.6（金）

H25.10.21（月）
～11.8（金）

H26.2.24（月）
～3.13（木）

H25.10.28（月）
～11.28（木）H26.1.6（月）～1.31（金） H26.1.20（月）～2.20（木）

H25.9.8（日） H25.11.9（土） H26.2.2（日）
H26.2.5（水）
午後5時

H26.2.5（水）
午後5時予定 H26.2.24（月）午後5時

H26.2.21（金）

H25.11.13（水）1次 H25.9.10（火）
2次 H25.10.2（水）

H26.3.14（金） H25.12.2（月）

H26.3.17（月） H25.12.4（水）

福岡歯科大学試験場

センター試験利用入試Ⅰ期推薦・指定校推薦入試

区　分

H25.10.17（木）H25.11.14（木）H25.12.19（木） H26.2.6（木）H26.2.20（木）H26.3.12（水）H26.3.27（木） H25.12.19（木） H26.2.6（木）H26.3.27（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む） 二次募集一次募集 三次募集一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

歯科衛生学科 専攻科・口腔保健衛生学専攻

試験会場 福岡医療短期大学

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約15名約5名約10名約10名 約5名 若干名 若干名 約35名
願書
受付期間
試験日

約5名約15名 若干名

H25.10.12（土）H25.11.9（土）H25.12.14（土） H26.2.1（土） H26.3.7（金）H26.3.26（水） H26.2.1（土）H26.3.26（水）H25.12.14（土）H26.2.14（金）

H25.10.1（火）
～10（木）

H25.11.1（金）
～7（木）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.2.3（月）
～12（水）

H26.2.17（月）
～3.5（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ）公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試

区　分

H25.10.17（木） H25.11.14（木） H25.12.19（木） H26.2.6（木） H26.2.20（木） H26.3.12（水） H26.3.27（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む）一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

試験会場

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約5名約5名約10名 約5名 若干名若干名 若干名 約15名
願書
受付期間
試験日 H25.10.12（土） H25.11.9（土） H25.12.14（土） H26.2.1（土） H26.3.7（金） H26.3.26（水）H26.2.14（金）

H25.10.1（火）
～10（木）

H25.11.1（金）
～7（木）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.2.3（月）
～12（水）

H26.2.17（月）
～3.5（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ） 公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試
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実
施
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わ
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介
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介
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介
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介
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介
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さ
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社
会
活
動
を
円
滑
に
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医
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。口
腔
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。
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間
と
し
て
い
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だ

き
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歯
科
大

学
の
次
の
時
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を
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う
後
継
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と
し
て『
口
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』に
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の
国
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の
健
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と
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い
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だ
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思
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述
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ま
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新
入
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研
修
会

保健福祉学科

歯科衛生学科

式辞を述べる
栢 豪洋短大学長

校歌を紹介するグリークラブ

筑紫 可奈子さんによる宣誓

歯科衛生学科 浦江 あゆみさんによる宣誓

保健福祉学科 泉 大地さんによる宣誓
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が
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
実
施

さ
れ
、理
事
長
と
大
学
長
に
よ
る
講
話
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

や
キ
ャ
ン
パ
ス
倫
理
に
関
す
る
講
義
、阿
蘇
登
山
や
熊
本

市
大
慈
禅
寺
で
の
座
禅
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
る
な
か
、

新
入
生
は
助
言
教
員
と

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

の
６
年
間
、学
業
や
学
生

生
活
を
共
に
過
ご
す
仲

間
た
ち
と
と
も
に
有
意

義
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

4 夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

　
　
　
　
福
岡
歯
科
大
学
へ

新
し
い
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
、

　
　
　
　
　
　
福
岡
医
療
短
大

岡
医
療
短
期
大
学
の
平
成
25
年
度
入

学
式
は
、4
月
9
日
、本
館
講
堂
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。式
辞
の
中
で
栢
豪
洋
短

大
学
長
は「
本
学
は
、他
大
学
に
は
な
い
特
色

と
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
介
護
老
人
保
健
施

設
と
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
設
置
し
て
お

り
、そ
こ
で
介
護
の
で
き
る
歯
科
衛
生
士
、口

腔
ケ
ア
も
で
き
る
介
護
福
祉
士
の
養
成
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。将
来
、皆
さ
ん
は
、知
識
や

技
術
の
習
得
だ
け
で
な
く
、口
腔
ケ
ア
の
必
要

な
患
者
さ
ん
や
介
護
の
必
要
な
お
年
寄
り
に

福

優
し
い
心
で
接
し
て
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

歯
科
衛
生
士
や
介
護
福
祉
士
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。ま
た
専
攻
科
に
入
学
の
皆
さ
ん
は
、

口
腔
保
健
学
を
学
び
、こ
れ
か
ら
更
に
口
腔
ケ

ア
の
高
度
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
、日

本
の
歯
科
衛
生
士
の
レ
ベ
ル
を
更
に
引
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。」と
述
べ
、希
望
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
た
155
人（
歯
科
衛
生
学
科
98
人
、

保
健
福
祉
学
科
33
人
、専
攻
科
24
人
）の
新

入
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学

式辞を述べる
北村 憲司大学長

福
岡
医
療
短
期
大
学

月
12
日
、13
日
の
2
日
間
、平
成
25
年

度
新
入
生
研
修
会
が
国
立
阿
蘇
青
少

年
交
流
の
家
で
行
わ
れ
、歯
科
衛
生
学
科
と

4 福
岡
医
療
短
期
大
学
新
入
生
研
修
会

保
健
福
祉
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、火
山
噴
火

口
見
学
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
新
入
生

と
上
級
生
、教
員
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

岡
歯
科
大
学
口
腔
歯
学
部・大
学
院
の

平
成
25
年
度
入
学
式
は
4
月
5
日
、

来
賓
な
ら
び
に
ご
家
族
の
列
席
の
も
と
福
岡

歯
科
大
学
本
館
講
堂
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
張
の
面
持
ち
の
99
人
の
口
腔
歯
学
部
新

入
生
に
北
村
憲
司
大
学
長
は
、「
歯
科
医
師

と
し
て
、国
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
決
心
を
さ
れ
た
新
入
生
の
皆
さ

ん
を
、心
か
ら
歓
迎
致
し
ま
す
。福
岡
歯
科

大
学
は
、今
年
度
か
ら
、新
し
く
口
腔
歯
学
部

と
し
て
出
発
し
ま
す
。口
腔
歯
学
部
と
い
う

名
称
に
は
、新
し
い
時
代
の
歯
科
医
師
を
育

成
す
る
と
い
う
、大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。歯
科
医
療
は
単
に
、歯
の
病

気
を
治
す
た
め
に
必
要
な
の
で
は
な
く
、歯
や

口
腔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
豊
か
な
表
現
、

社
会
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。二
十
一
世
紀
の
歯
科
医
師
は
、『
口
腔

医
学
』を
学
び
、『
口
腔
の
健
康
を
通
し
て
、全

身
の
健
康
を
守
る
』歯
科
医
師
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。口
腔
歯
学
部
で
の
学
び
の
中
に
、

新
し
い
歯
科
医
学
の
息
吹
を
感
じ
、そ
れ
を

自
己
の
も
の
と
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
、強
く

期
待
し
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

10
人
の
大
学
院
入
学
生
に
対
し
て
、「
世
界

で
評
価
さ
れ
る

高
い
質
の
研
究
を

実
践
し
、洞
察
力

を
持
っ
た
歯
科
医

師
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
四
年

を
充
実
し
た
時

間
と
し
て
い
た
だ

き
、福
岡
歯
科
大

学
の
次
の
時
代

を
担
う
後
継
者

と
し
て『
口
腔
医

学
』に
よ
っ
て
、次

代
の
国
民
の
健

康
を
守
る
先
導

者
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学
新
入
生
研
修
会

保健福祉学科

歯科衛生学科

式辞を述べる
栢 豪洋短大学長

校歌を紹介するグリークラブ

筑紫 可奈子さんによる宣誓

歯科衛生学科 浦江 あゆみさんによる宣誓

保健福祉学科 泉 大地さんによる宣誓

季節の話題Seasonal Topics季節の話題Seasonal Topics
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注目のニュースFeaturing News

月
7
日
か
ら
15
日
ま
で
の
9
日
間
、平
成
16
年
に
締
結
さ

れ
た
本
学
と
ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
と
の
姉
妹
校
協
定
に
基
づ

く
学
術
交
流
お
よ
び
医
療
援
助
活
動
の
一
環
と
し
て
、大
関
悟
教

授（
口
腔
腫
瘍
学
分
野
）を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
福
岡
歯
科
大
学
医

療
チ
ー
ム
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
派
遣
さ
れ
、ヤ
ン
ゴ
ン
お
よ
び
マ
ン
ダ
レ
ー

歯
科
大
学
口
腔
外
科
等
と
共
同
で
手
術
や
診
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
チ
ー
ム
は
大
関
教
授
の
他
、野
上
堅
太
郎
講
師（
麻
酔
管

理
学
分
野
）、岡
本
愛
彦
助
教（
口
腔
腫
瘍
学
分
野
）、因
美
香
看

護
師
、太
田
信
敬
さ
ん（
大
学
院
生
）の
計
5
名
で
構
成
さ
れ
、サ
ガ

イ
ン
僧
院
病
院
等
に
て
、口
唇
口
蓋
裂
な
ど
28
例
の
手
術
と
診
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
滞
在
中
、ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
と
の
姉
妹
校
協
定
に
基
づ
く

今
後
の
大
学
間
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。今
後
の

両
校
の
相
互
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
月
27
日
、韓
国
の
慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
学
生
4
名
と

引
率
の
教
員
1
名
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。1
月
27
日
か

ら
2
月
3
日
ま
で
の
本
学
滞
在
期
間
中
、大
学
や
病
院
、口
腔

医
療
セ
ン
タ
ー
の
見
学
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
模
型
実
習
、小
児
歯

科
等
の
病
院
実
習
に
至
る
ま
で
多
く
の
体
験
を
通
じ
、本
学
の

教
員
や
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
は
、ソ
ウ
ル
の
私
立
大
学
の
中
で
も

最
も
長
い
歴
史
を
誇
り
、韓
国
の
大
学

の
国
際
化
を
リ
ー
ド
す
る
名
門
大
学

で
す
。2
0
0
7
年
よ
り
始
ま
っ
た
相

互
交
流
は
、お
互
い
の
学
生
が
自
国
以

外
の
歯
学
や
文
化
に
つ
い
て
直
接
意
見

交
換
が
で
き
る
、と
て
も
貴
重
な
学
び

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の

医
療
援
助
活
動

医療
援助活動

来学

海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
の
学
生
訪
問
団
が
、3
月
3
日
か
ら
8
日

間
、本
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、学
生
6
名
と
引
率
の
教
員
3
名
の
計
9
人
で
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
人
の
学
生
は
、補
綴
科
等
の
病
院
実
習
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、基
礎
系

講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。ま
た
、3
人
の
先
生
に
は
、学
内
で
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

帰
国
す
る
前
日
に
は
唐
津
観
光
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、10
日
に
無
事
帰

国
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
に
上
海
を
訪
れ
た
本
学
学
生
は
、再
会
を
喜
び
、時
間
の
許
す
限

り
上
海
の
学
生
と
行
動
を
共
に
し
、交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。こ
の
交
流
の

輪
は
訪
問
し
た
学
生
の
み
な
ら
ず
他
の
学
生
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、学
生
間

の
交
流
は
年
々
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

上
岡
歯
科
大
学
と
中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
と
の
姉
妹
校
協
定
書
の
調
印
式
が
、3
月
21

日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。調
印
式
に
は
、中
国
医
科
大
学
か
ら
路
振
富

院
長
等
4
名
、本
学
か
ら
田
中
理
事
長
、北
村
大
学
長
他
法
人
役
員
や
教
授
、国
際
交
流
委
員
等
22

名
が
出
席
し
、姉
妹
校
協
定
書
へ
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
校
協
定
締
結
は
、上
海
交
通
大
学
、ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
、慶
熙
大

學
校
歯
科
大
学
に
続
く
、4
校
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
両
大
学
は
今
後
、

①
基
礎
お
よ
び
臨
床
医
学
並
び
に
歯
学
研
究
で
の
共
同
研
究

②
教
職
員
の
交
流　

③
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

④
そ
の
他
、教
育
研
究
等
に
必
要
な
情
報
等
の
交
換

が
検
討
さ
れ
国
際
交
流
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
国
医
科
大
学
は
、中
国
東
北
地
方
の
中
心
都
市
の
瀋
陽
に
あ
り
、古

い
歴
史
を
持
つ
大
学
と
し
て
、医
学
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
医
学
界
の
著
名

専
門
家
を
多
数
輩
出
し
、中
国
の
現
代
医
学
教
育
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、世
界

各
国
か
ら
の
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
で
は
、「
口
腔
医
学
」

に
よ
っ
て
口
腔
の
健
康
を
通
し
て

全
身
の
健
康
を
守
る
歯
科
医
師
を
養
成

す
る
た
め
、歯
科
だ
け
で
は
な
く
、内
科
、

外
科
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
医
学
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
一
環

福
上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
の

学
生
訪
問
団
来
学

来学

中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
と

姉
妹
校
協
定
を
締
結

姉妹校
協定

医
科
歯
科
総
合
病
院
に

　
　
小
児
科・整
形
外
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

小児科・整形外科開設

と
し
て
、4
月
か
ら
医
科
歯
科
総
合
病

院
に
小
児
科
・
整
形
外
科
を
新
た
に
開

設
し
、既
存
の
歯
科
・
医
科
診
療
科
と
緊

密
な
連
携
を
と
っ
て
総
合
的
な
医
療
を

展
開
い
た
し
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院 

フ
ロ
ア
図

整形外科4F

小児科・小児神経科2F

整形外科
スタッフ リハビリ室

小児科
スタッフ

小児科
待合室

井上教授(前例中央）と整形外科スタッフ

岡田教授(前列左側)と小児科スタッフ

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
の

学
生
訪
問
団
来
学
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月
7
日
か
ら
15
日
ま
で
の
9
日
間
、平
成
16
年
に
締
結
さ

れ
た
本
学
と
ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
と
の
姉
妹
校
協
定
に
基
づ

く
学
術
交
流
お
よ
び
医
療
援
助
活
動
の
一
環
と
し
て
、大
関
悟
教

授（
口
腔
腫
瘍
学
分
野
）を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
福
岡
歯
科
大
学
医

療
チ
ー
ム
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
派
遣
さ
れ
、ヤ
ン
ゴ
ン
お
よ
び
マ
ン
ダ
レ
ー

歯
科
大
学
口
腔
外
科
等
と
共
同
で
手
術
や
診
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
チ
ー
ム
は
大
関
教
授
の
他
、野
上
堅
太
郎
講
師（
麻
酔
管

理
学
分
野
）、岡
本
愛
彦
助
教（
口
腔
腫
瘍
学
分
野
）、因
美
香
看

護
師
、太
田
信
敬
さ
ん（
大
学
院
生
）の
計
5
名
で
構
成
さ
れ
、サ
ガ

イ
ン
僧
院
病
院
等
に
て
、口
唇
口
蓋
裂
な
ど
28
例
の
手
術
と
診
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
滞
在
中
、ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
と
の
姉
妹
校
協
定
に
基
づ
く

今
後
の
大
学
間
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。今
後
の

両
校
の
相
互
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
月
27
日
、韓
国
の
慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
学
生
4
名
と

引
率
の
教
員
1
名
が
来
学
さ
れ
ま
し
た
。1
月
27
日
か

ら
2
月
3
日
ま
で
の
本
学
滞
在
期
間
中
、大
学
や
病
院
、口
腔

医
療
セ
ン
タ
ー
の
見
学
か
ら
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
模
型
実
習
、小
児
歯

科
等
の
病
院
実
習
に
至
る
ま
で
多
く
の
体
験
を
通
じ
、本
学
の

教
員
や
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
は
、ソ
ウ
ル
の
私
立
大
学
の
中
で
も

最
も
長
い
歴
史
を
誇
り
、韓
国
の
大
学

の
国
際
化
を
リ
ー
ド
す
る
名
門
大
学

で
す
。2
0
0
7
年
よ
り
始
ま
っ
た
相

互
交
流
は
、お
互
い
の
学
生
が
自
国
以

外
の
歯
学
や
文
化
に
つ
い
て
直
接
意
見

交
換
が
で
き
る
、と
て
も
貴
重
な
学
び

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の

医
療
援
助
活
動

医療
援助活動

来学

海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
の
学
生
訪
問
団
が
、3
月
3
日
か
ら
8
日

間
、本
学
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、学
生
6
名
と
引
率
の
教
員
3
名
の
計
9
人
で
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

6
人
の
学
生
は
、補
綴
科
等
の
病
院
実
習
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、基
礎
系

講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。ま
た
、3
人
の
先
生
に
は
、学
内
で
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

帰
国
す
る
前
日
に
は
唐
津
観
光
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、10
日
に
無
事
帰

国
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
4
月
に
上
海
を
訪
れ
た
本
学
学
生
は
、再
会
を
喜
び
、時
間
の
許
す
限

り
上
海
の
学
生
と
行
動
を
共
に
し
、交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。こ
の
交
流
の

輪
は
訪
問
し
た
学
生
の
み
な
ら
ず
他
の
学
生
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、学
生
間

の
交
流
は
年
々
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

上
岡
歯
科
大
学
と
中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
と
の
姉
妹
校
協
定
書
の
調
印
式
が
、3
月
21

日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。調
印
式
に
は
、中
国
医
科
大
学
か
ら
路
振
富

院
長
等
4
名
、本
学
か
ら
田
中
理
事
長
、北
村
大
学
長
他
法
人
役
員
や
教
授
、国
際
交
流
委
員
等
22

名
が
出
席
し
、姉
妹
校
協
定
書
へ
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
校
協
定
締
結
は
、上
海
交
通
大
学
、ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
、慶
熙
大

學
に
続
く
、4
校
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
両
大
学
は
今
後
、

①
基
礎
お
よ
び
臨
床
医
学
並
び
に
歯
学
研
究
で
の
共
同
研
究

②
教
職
員
の
交
流　

③
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

④
そ
の
他
、教
育
研
究
等
に
必
要
な
情
報
等
の
交
換

が
検
討
さ
れ
国
際
交
流
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
国
医
科
大
学
は
、中
国
東
北
地
方
の
中
心
都
市
の
瀋
陽
に
あ
り
、古

い
歴
史
を
持
つ
大
学
と
し
て
、医
学
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
医
学
界
の
著
名

専
門
家
を
多
数
輩
出
し
、中
国
の
現
代
医
学
教
育
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。ま
た
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、世
界

各
国
か
ら
の
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
で
は
、「
口
腔
医
学
」

に
よ
っ
て
口
腔
の
健
康
を
通
し
て

全
身
の
健
康
を
守
る
歯
科
医
師
を
養
成

す
る
た
め
、歯
科
だ
け
で
は
な
く
、内
科
、

外
科
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
医
学
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
一
環

福
上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
の

学
生
訪
問
団
来
学

来学

中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
と

姉
妹
校
協
定
を
締
結

姉妹校
協定

医
科
歯
科
総
合
病
院
に

　
　
小
児
科・整
形
外
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

小児科・整形外科開設

と
し
て
、4
月
か
ら
医
科
歯
科
総
合
病

院
に
小
児
科
・
整
形
外
科
を
新
た
に
開

設
し
、既
存
の
歯
科
・
医
科
診
療
科
と
緊

密
な
連
携
を
と
っ
て
総
合
的
な
医
療
を

展
開
い
た
し
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院 

フ
ロ
ア
図

整形外科4F

小児科・小児神経科2F

整形外科
スタッフ リハビリ室

小児科
スタッフ

小児科
待合室

井上教授(前例中央）と整形外科スタッフ

岡田教授(前列左側)と小児科スタッフ

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
の

学
生
訪
問
団
来
学
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岡
歯
科
大
学
の
第
35
回
歯
学
部
卒
業
式

並
び
に
第
25
回
大
学
院
修
了
式
が
、3

月
16
日
午
前
10
時
か
ら
本
館
講
堂
で
執
り
行
わ

れ
、北
村
憲
司
大
学
長
よ
り
歯
学
部
卒
業
生
97

人
に
卒
業
証
書・学
位
記
が
手
渡
さ
れ
、大
学
院

修
了
生
8
人
に
は
博
士（
歯
学
）の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
医
療
短
期
大
学
の
第
15
回

卒
業
式
が
3
月
13
日
午
前
10

時
か
ら
福
岡
歯
科
大
学
本
館
講
堂
で

執
り
行
わ
れ
、歯
科
衛
生
学
科
88
人
、

保
健
福
祉
学
科
23
人
の
卒
業
生
に
対

し
栢 

豪
洋
短
大
学
長
よ
り
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、専
攻
科

口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
の
20
人
に
は
、

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、独
立

行
政
法
人
大
学
評
価・学
位
授
与
機
構

の
定
め
る
学
修
成
果
・
試
験
の
審
査
に

合
格
し
、「
学
士（
口
腔
保
健
学
）」の

学
位
記
も
併
せ
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

福

床実習前の第4学年97人は平成2４年度共用試験として
2月26日にCBT「知識・思考力（問題解決能力）を問う多肢

選択式試験でコンピュータを使った試験」並びに3月3日に
OSCE「技能・態度を客観的に評価する臨床能力試験」を受験
しました。この共用試験は、診療参加型臨床実習に参加する学
生に必要とされる基本的知識と問題解決能力、基本的技能と基
本的態度を評価することによって、診療チームの一員として患者
さんから学ぶ姿勢と能力を身に付け、学生にとって学びの多い臨
床実習を行うために全国すべての歯学部で実施されるものです。

臨 第106回 歯科医師国家試験

卒業式
修了式

第
35
回
歯
学
部
卒
業
式
・
第
25
回
大
学
院
修
了
式

卒業式
修了式

第
15
回
福
岡
医
療
短
期
大
学
卒
業
式
・

第
14
回
福
岡
医
療
短
期
大
学
専
攻
科
修
了
式

答辞を述べる
歯科衛生学科卒業生代表
古瀬 恵さん

答辞を述べる
保健福祉学科卒業生代表
楠田 梨奈さん

小野 由湖
二反田 詩織
小山 美香

《理事長賞》
《学長賞》

学業成績最優秀者
表彰者

甲 第234号

【学位授与日：平成25年3月16日】

【学位授与日：平成25年3月29日】

藤本 暁江

学位記番号

氏　名 学　位　論　文

Involvement of suppressor of cytokine signaling-1 in globular adiponectin-induced granulocyte colony-stimulating factor in RAW 264 cell

甲 第235号

佐野 しおり Stabilization of MAPO1 by specific binding with folliculin and AMP-activated  protein kinase in O6-methylguanine-induced apoptosis

甲 第236号

堀越 恵美子 Oxygen saturation and electromyographic changes in masseter muscle during experimental chewing of gum with harder texture

甲 第237号

加地 千晶 The expression of podoplanin and classic cadherins in the mouse brain

甲 第238号

西村 紗和 Risk factors to cause tooth formation anomalies in chemotherapy of pediatric cancers

甲 第239号

入江 昭仁 Transparent film formation of DNA/cationic polymer complexes by hydrothermal hot pressing: observation of cell culture on films and biodegradation of films in vivo

甲 第240号

坂井 拓弥 The Effect of Implant Surfaces sputter-coated with Hydroxyapatite Target

甲 第241号

王 東江 Effects of Bisphosphonate Administration on Peri-Implant Bone in Vitamin D-Deficient Rats

乙 第８４号

大殿 純央 ブドウ果皮由来アントシアニン系色素に含まれるプロシアニジンの抗菌作用

乙 第８５号

松本 晴仁 Evaluation of pathogenicity of Candida albicans in germination-ready states using a silkworm infection model

乙 第８6号

大野 知子 非接触型歯科用分光光度計を用いた漂白効果と後戻りの評価

学位論文紹介

共用試験（CBT,OSCE）実施

部科学省の平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」就職支援
推進プログラムに採択された「超高齢社会の就業力向上につなげる医

療・福祉系学生の就職支援」（取組担当者：保健福祉学科長・大倉義文教
授）の取組みが評価され、この度、学生支援推進プログラム評価委員会の実
地視察を経て、優秀校に選定されました。
　この取組みは、医療・福祉系学生の就職促進と早期離職問題の解決に
対応するために、就職相談専門員による適性や能力に対応した就職支援、
外部有識者や卒業生アドバイザーによるセミナー及びガイダンス、評価委員
会による取組みの評価・改善を通じて、学生自らの就業力を向上させるととも
にきめ細やかな支援を行うもので、医療短期大学独自の就職支援システム
です。
　日本学生支援機構が発行する”平成21年度「大学教育・学生支援推進
事業」学生支援推進プログラム及び就職支援推進プログラム優秀事例集”
に取組み内容が掲載され、全国の国公私立大学・短期大学等に配付される
他、日本学生支援機構のホームページでも公開される予定です。

文

「大学教育・学生支援推進事業」
就職支援推進プログラムの優秀校に選定

月19日、厚生労働省から第106回歯科医師国家試
験の結果が発表されました。全国の受験者3,321

人中、合格者2,366人、合格率は71.2％でした。福岡歯
科大学からは新卒者97人及び既卒者44人、計141人が
受験し、98人が合格しました。合格率は新卒で72.2％、既
卒と合わせて69.5％と不本意な結果となりました。在学生
の皆さん、再挑戦の皆さんの奮起を期待します。

3

第22回歯科衛生士国家試験
月27日、厚生労働省から第22回歯科
衛生士国家試験の結果が発表されま

した。福岡医療短期大学・歯科衛生学科か
らは卒業生88人（既卒者0人）が受験し、合
格者は87人、合格率は98.9％でした。なお
全国の合格率は96.2％でした。
　昨年度に引き続き、国家試験の100％合
格を目指して、国家試験演習を11回実施す
るとともに、各回の成績不振者に対しては、
水曜日、土曜日に国家試験問題集を使用す
る補習を実施するなど、全教員が早期から対
応しましたが、４年連続100％合格は達成で
きませんでした。

3

竹島 朋宏
田中 宏
松尾 勇弥

緒方 武文
時任 高聖

学友会功労者

国家試験結果

国家試験結果

古瀬 惠
中野 六月
中西 愛里

《 理 事 長 賞 》
《短大学長賞》

学業成績優秀者
■歯科衛生学科

楠田 梨奈
田中 一成

《 理 事 長 賞 》
《介養協会長賞》

■保健福祉学科

表彰者

青山 理恵
井上 紗由莉
大城 朋加
岡部 美咲

専攻科学位取得者（20人）
北野 香
熊谷 香織
小山 真輝
佐々木 杏菜

武居 春佳
津田 いよ
富田 恵子
中山 めい

西原 麻佑美
日髙 歩
藤田 紗綾
古市 奈央

三浦 紗月
森 志織
山野 美好
吉田 舞

答辞を述べる卒業生代表 竹島 朋宏さん 大学院修了生
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岡
歯
科
大
学
の
第
35
回
歯
学
部
卒
業
式

並
び
に
第
25
回
大
学
院
修
了
式
が
、3

月
16
日
午
前
10
時
か
ら
本
館
講
堂
で
執
り
行
わ

れ
、北
村
憲
司
大
学
長
よ
り
歯
学
部
卒
業
生
97

人
に
卒
業
証
書・学
位
記
が
手
渡
さ
れ
、大
学
院

修
了
生
8
人
に
は
博
士（
歯
学
）の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
医
療
短
期
大
学
の
第
15
回

卒
業
式
が
3
月
13
日
午
前
10

時
か
ら
福
岡
歯
科
大
学
本
館
講
堂
で

執
り
行
わ
れ
、歯
科
衛
生
学
科
88
人
、

保
健
福
祉
学
科
23
人
の
卒
業
生
に
対

し
栢 

豪
洋
短
大
学
長
よ
り
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、専
攻
科

口
腔
保
健
衛
生
学
専
攻
の
20
人
に
は
、

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、独
立

行
政
法
人
大
学
評
価・学
位
授
与
機
構

の
定
め
る
学
修
成
果
・
試
験
の
審
査
に

合
格
し
、「
学
士（
口
腔
保
健
学
）」の

学
位
記
も
併
せ
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

福

床実習前の第4学年97人は平成2４年度共用試験として
2月26日にCBT「知識・思考力（問題解決能力）を問う多肢

選択式試験でコンピュータを使った試験」並びに3月3日に
OSCE「技能・態度を客観的に評価する臨床能力試験」を受験
しました。この共用試験は、診療参加型臨床実習に参加する学
生に必要とされる基本的知識と問題解決能力、基本的技能と基
本的態度を評価することによって、診療チームの一員として患者
さんから学ぶ姿勢と能力を身に付け、学生にとって学びの多い臨
床実習を行うために全国すべての歯学部で実施されるものです。

臨 第106回 歯科医師国家試験

卒業式
修了式

第
35
回
歯
学
部
卒
業
式
・
第
25
回
大
学
院
修
了
式

卒業式
修了式

第
15
回
福
岡
医
療
短
期
大
学
卒
業
式
・

第
14
回
福
岡
医
療
短
期
大
学
専
攻
科
修
了
式

答辞を述べる
歯科衛生学科卒業生代表
古瀬 恵さん

答辞を述べる
保健福祉学科卒業生代表
楠田 梨奈さん

小野 由湖
二反田 詩織
小山 美香

《理事長賞》
《学長賞》

学業成績最優秀者
表彰者

甲 第234号

【学位授与日：平成25年3月16日】

【学位授与日：平成25年3月29日】

藤本 暁江

学位記番号

氏　名 学　位　論　文

Involvement of suppressor of cytokine signaling-1 in globular adiponectin-induced granulocyte colony-stimulating factor in RAW 264 cell

甲 第235号

佐野 しおり Stabilization of MAPO1 by specific binding with folliculin and AMP-activated  protein kinase in O6-methylguanine-induced apoptosis

甲 第236号

堀越 恵美子 Oxygen saturation and electromyographic changes in masseter muscle during experimental chewing of gum with harder texture

甲 第237号

加地 千晶 The expression of podoplanin and classic cadherins in the mouse brain

甲 第238号

西村 紗和 Risk factors to cause tooth formation anomalies in chemotherapy of pediatric cancers

甲 第239号

入江 昭仁 Transparent film formation of DNA/cationic polymer complexes by hydrothermal hot pressing: observation of cell culture on films and biodegradation of films in vivo

甲 第240号

坂井 拓弥 The Effect of Implant Surfaces sputter-coated with Hydroxyapatite Target

甲 第241号

王 東江 Effects of Bisphosphonate Administration on Peri-Implant Bone in Vitamin D-Deficient Rats

乙 第８４号

大殿 純央 ブドウ果皮由来アントシアニン系色素に含まれるプロシアニジンの抗菌作用

乙 第８５号

松本 晴仁 Evaluation of pathogenicity of Candida albicans in germination-ready states using a silkworm infection model

乙 第８6号

大野 知子 非接触型歯科用分光光度計を用いた漂白効果と後戻りの評価

学位論文紹介

共用試験（CBT,OSCE）実施

部科学省の平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」就職支援
推進プログラムに採択された「超高齢社会の就業力向上につなげる医

療・福祉系学生の就職支援」（取組担当者：保健福祉学科長・大倉義文教
授）の取組みが評価され、この度、学生支援推進プログラム評価委員会の実
地視察を経て、優秀校に選定されました。
　この取組みは、医療・福祉系学生の就職促進と早期離職問題の解決に
対応するために、就職相談専門員による適性や能力に対応した就職支援、
外部有識者や卒業生アドバイザーによるセミナー及びガイダンス、評価委員
会による取組みの評価・改善を通じて、学生自らの就業力を向上させるととも
にきめ細やかな支援を行うもので、医療短期大学独自の就職支援システム
です。
　日本学生支援機構が発行する”平成21年度「大学教育・学生支援推進
事業」学生支援推進プログラム及び就職支援推進プログラム優秀事例集”
に取組み内容が掲載され、全国の国公私立大学・短期大学等に配付される
他、日本学生支援機構のホームページでも公開される予定です。

文

「大学教育・学生支援推進事業」
就職支援推進プログラムの優秀校に選定

月19日、厚生労働省から第106回歯科医師国家試
験の結果が発表されました。全国の受験者3,321

人中、合格者2,366人、合格率は71.2％でした。福岡歯
科大学からは新卒者97人及び既卒者44人、計141人が
受験し、98人が合格しました。合格率は新卒で72.2％、既
卒と合わせて69.5％と不本意な結果となりました。在学生
の皆さん、再挑戦の皆さんの奮起を期待します。

3

第22回歯科衛生士国家試験
月27日、厚生労働省から第22回歯科
衛生士国家試験の結果が発表されま

した。福岡医療短期大学・歯科衛生学科か
らは卒業生88人（既卒者0人）が受験し、合
格者は87人、合格率は98.9％でした。なお
全国の合格率は96.2％でした。
　昨年度に引き続き、国家試験の100％合
格を目指して、国家試験演習を11回実施す
るとともに、各回の成績不振者に対しては、
水曜日、土曜日に国家試験問題集を使用す
る補習を実施するなど、全教員が早期から対
応しましたが、４年連続100％合格は達成で
きませんでした。

3

竹島 朋宏
田中 宏
松尾 勇弥

緒方 武文
時任 高聖

学友会功労者

国家試験結果

国家試験結果

古瀬 惠
中野 六月
中西 愛里

《 理 事 長 賞 》
《短大学長賞》

学業成績優秀者
■歯科衛生学科

楠田 梨奈
田中 一成

《 理 事 長 賞 》
《介養協会長賞》

■保健福祉学科

表彰者

青山 理恵
井上 紗由莉
大城 朋加
岡部 美咲

専攻科学位取得者（20人）
北野 香
熊谷 香織
小山 真輝
佐々木 杏菜

武居 春佳
津田 いよ
富田 恵子
中山 めい

西原 麻佑美
日髙 歩
藤田 紗綾
古市 奈央

三浦 紗月
森 志織
山野 美好
吉田 舞

答辞を述べる卒業生代表 竹島 朋宏さん 大学院修了生
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腔
医
学
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
は
、

平
成
16
年
に
策
定
の
学
園
中
期
目
標

で
、「
口
腔
医
学
の
確
立
」を
教
育
目
標
と
し

て
掲
げ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
口
腔
医
学
と
は
、医
学
と
歯
学
と
の
知
の

統
合
を
果
た
し
、患
者
中
心
の
医
療
を
実
現

す
る
た
め
に
田
中
健
藏
理
事
長
が
創
案
し
た

新
た
な
る
理
念
で
す
。超
高
齢
社
会
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
、歯
学
・
歯
科
医
療
も
急
速
に

進
歩
し
て
一
般
医
療
と
の
関
連
が
緊
密
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、従
来
の

「
歯
学
」か
ら
、歯
学
教
育
の
高
度
専
門
化
と

と
も
に
一
般
医
学
教
育
を
充
実
さ
せ
た「
口

腔
医
学
」へ
と
学
問
体
系
を
改
変
し
て
ゆ
く
の

が
時
代
の
要
請
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

学
園
で
は「
歯
学
か
ら
口
腔
医
学
へ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て
、文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
、社
会
、学
界
、医
療

界
か
ら
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
説
明

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
平
成
17
年
に
は
、

附
属
病
院
を「
医
科
歯
科
総
合
病
院
」に
改

称
し
て
医
科
診
療
科
を
拡
充
さ
せ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
20
年
に
は
文
部
科
学
省
の
戦

略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
と
し
て
、「
口
腔

医
学
の
学
問
体
系
の
確
立
と
医
学
・
歯
学
教

口本

月13日（日）札幌市の北海道経済センターにおいて、口腔医学シンポジウ
ム「口腔疾患と全身疾患との関わり」を開催しました。

　口腔疾患と全身疾患との関連について、専門の先生方が最新の知見を紹
介し、口腔医学は今後どのように展開していくのか等について討論を行いました。
　当日は多数の方にご来場いただき、口腔医学の関心の高さが感じられました。
　また会議に先駆けて「第8回連携大学学長・学部長会議および戦略連携事
業実施担当者会議合同会議」を同センターの会議室にて開催しました。

1

月2日、九州産業大学においてQ - L i n k s 主 催の
Q-conference2012（活動報告会）が開催されました。本

学もポスターセッションで参加し、「口腔医学プロジェクトの活動状
況」についてPRしました。

3

口腔医学シンポジウム

Q-conference2012

「
口
腔
歯
学
部
・口
腔
歯
学
科
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
称
変
更

戦略的大学連携事業「口腔医学シンポジウム」
および「連携大学学長・学部長会議」を
開催しました。

学生部長に髙橋教授、新役職教員等決まる

病院長 小島 寛（障害者歯科学分野・教授）
学生部長 髙橋 裕（有床義歯学分野・教授）
情報図書館長 大関 悟（口腔腫瘍学分野・教授）
口腔・歯学部門長 佐藤 博信（冠橋義歯学分野・教授）
全身管理・医歯学部門長 池邉 哲郎（口腔外科学分野・教授）
社会医歯学部門長 埴岡 隆（口腔健康科学分野・教授）
基礎医歯学部門長 岡部 幸司（細胞生理学分野・教授）
学生部次長 尾崎 正雄（成育小児歯科学分野・教授）
学生研修センター主事 阿南 壽（歯科保存学分野・教授）

Q-conference2012でポスター発表

育
体
制
の
再
考
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

取
組
み
は
本
学
を
代
表
校
と
し
、九
州
歯
科

大
学
、北
海
道
医
療
大
学
、岩
手
医
科
大
学
、

昭
和
大
学
、神
奈
川
歯
科
大
学
、鶴
見
大
学
、

福
岡
大
学
の
7
大
学
と
連
携
し
口
腔
医
学
を

全
国
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
も
一
般
医
学
講
義
や
医
科

臨
床
実
習
な
ど
を
充
実
さ
せ
、特
徴
あ
る
口

腔
医
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、「
口
腔
の

健
康
を
通
じ
て
全
身
の
健
康
を
守
る
歯
科
医

師
」の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

成
23
年
6
月
、医
療
、保
健
、福
祉
分

野
で
の
社
会
貢
献
を
使
命
と
す
る
本

学
園
に
ふ
さ
わ
し
く
、法
人
名
を「
福
岡
学

園
」へ
と
変
更
い
た
し
ま
し
た
。そ
し
て
さ
ら

に
本
年
4
月
か
ら
は
、口
腔
医
学
に
関
す
る

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、歯
学
教
育

や
歯
科
医
療
の
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す
る

た
め
、学
部
・
学
科
の
名
称
を「
歯
学
部
・
歯
学

科
」か
ら「
口
腔
歯
学
部
・口
腔
歯
学
科
」へ
変

更
し
ま
し
た
。

　
昨
年
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
福
岡
歯
科

大
学
は
、口
腔
医
学
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、50
周
年
、100
周
年
へ
向
け
学
部・学
科
の

名
称
も
新
た
に
、さ
ら
な
る
発
展
と
飛
躍
へ
の

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
す
。

口
腔
医
学
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

口
腔
医
学
の
推
進

口
腔
医
学
の
展
開

口
腔
歯
学
部
・
口
腔
歯
学
科
へ

平

本学ポスターセッションの発表タイトル
「口腔医学の確立のための事業報告と新たなる取組み」

《略歴》北九州市立大学卒。福岡大学大学院修了。福田会計事務
所、西方久雄税理士事務所を経て、税理士法人西方会計代表に就
任し、現在に至る。福岡県出身。

にしかた　 かずひさ

監事 西方 和久

教授 上西 秀則

定 年 退 職を迎えて 新監事紹介

新役職教員等紹介

口腔医療センター長就任

平成24年12月18日に開催された第455回理事
会において、選任されました。

福岡歯科大学開学時
に口腔細菌学講座の
助手として赴任以来、
41年間研究と教育に

携わり、この3月末で定年退職致しました。山あり
谷ありの大学時間でしたが、有意義に過ごせまし
たこと、教職員の皆様のお蔭と心から感謝申し上
げます。本学の益々の発展を心より祈念致します。
Alles gute, auf wiedersehen.

2月19日に開催された
第457回理事会におい
て、大学運営の中核を
担う役職教員等が次の
とおり決定しました。任
期は、平成25年4月1日
から2年間です。

《略歴》福岡歯科大学歯学部卒。久留米大学大学院医学研究科外科系専攻博士課程修了。久留米大学医学
部助手、講師、助教授。米国インディアナ大学歯学部(IUPUI)留学。久留米大学医学部准教授、福岡歯科大学准
教授、福岡歯科大学口腔医療センター教授を経て、平成25年4月1日同センター長就任。医学博士。福岡県出身。

こが      ちひろ

センター長 古賀 千尋
みなさんこんにちは。福岡歯科大学口腔医療セ
ンター長に就任しました古賀千尋と申します。セ
ンターでは開設時より、口腔外科系担当教授と
して働いてまいりました。本当に患者さんは来て
くれるのだろうかと不安を抱きながら開業の日を
迎えたのを思い出します。開設してからの約１
年半を振り返ると、松浦正朗センター長のもと米
田教授、横上助教など開設時からの常勤の先
生方を中心に、たくさんの先生方にお手伝い頂
きながら、地道な診療によってセンターの基礎が

できたのではないかと思っております。今では、患者数も順調に増加し、各科
専門の先生や歯科衛生士などのスタッフも増え、一同忙しい日々 を送ってお
ります。これからは、松浦前センター長が築いてこられたセンターの長所を継
承しつつ、新しいことにも積極的にチャレンジし、本学や同窓の先生方そして
地域の方 に々とって、なくてはならない施設へ発展させたいと考えております。
そのためには同窓会をはじめ皆様のさらなるご支援が必要となりますので、
今後ともご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

機能生物化学講座
感染生物学分野

教授 井田 高之

昭和58（1983）年4月
福岡歯科大学に赴任
して、ほぼ30年が経過。
この間、大学・短大（平

成9年開学）に集う全学生に経済学等を講義。「学
生は教師を映す鏡」とばかり内省と努力で教育、研
究に努めました。多くの教職員の方々に助けられ、
学生に育てられたと思っています。福岡歯科学園
から福岡学園への名称変更は発展の証。このよう
な環境で過ごせたことを誇りに思うと同時に、今後
ますますの発展を祈念いたします。

福岡医療短期大学
歯科衛生学科

福岡歯科大学開学の
年、昭和48年4月に事
務職員として採用され

ました。当時は病院棟と教養棟のみで周囲は田ん
ぼに囲まれており、よくカエルの大合唱が聞こえて
いたことを懐かしく思い出します。平成17年12月最
終異動先となった、社会福祉法人学而会 特別養
護老人ホームサンシャインプラザで定年を迎えるこ
とになりました。今は、40年間大病もせず息災で勤
務出来たことへの充実感と私を今日まで厳しくそし
て温かく指導してくださった田中理事長先生をはじ
め多くの教職員の皆様方に深く感謝申し上げる次
第です。今後の福岡学園の益々のご隆昌を祈念し
ております。

社会福祉法人学而会
特別養護老人ホーム
サンシャインプラザ（出向）
施設長 山川 公明

今後2年間、大学運営の中核を担う新役職教員
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の
学
問
体
系
の
確
立
と
医
学
・
歯
学
教

口本

月13日（日）札幌市の北海道経済センターにおいて、口腔医学シンポジウ
ム「口腔疾患と全身疾患との関わり」を開催しました。

　口腔疾患と全身疾患との関連について、専門の先生方が最新の知見を紹
介し、口腔医学は今後どのように展開していくのか等について討論を行いました。
　当日は多数の方にご来場いただき、口腔医学の関心の高さが感じられました。
　また会議に先駆けて「第8回連携大学学長・学部長会議および戦略連携事
業実施担当者会議合同会議」を同センターの会議室にて開催しました。

1

月2日、九州産業大学においてQ - L i n k s 主 催の
Q-conference2012（活動報告会）が開催されました。本

学もポスターセッションで参加し、「口腔医学プロジェクトの活動状
況」についてPRしました。

3

口腔医学シンポジウム

Q-conference2012

「
口
腔
歯
学
部
・口
腔
歯
学
科
」へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
称
変
更

戦略的大学連携事業「口腔医学シンポジウム」
および「連携大学学長・学部長会議」を
開催しました。

学生部長に髙橋教授、新役職教員等決まる

病院長 小島 寛（障害者歯科学分野・教授）
学生部長 髙橋 裕（有床義歯学分野・教授）
情報図書館長 大関 悟（口腔腫瘍学分野・教授）
口腔・歯学部門長 佐藤 博信（冠橋義歯学分野・教授）
全身管理・医歯学部門長 池邉 哲郎（口腔外科学分野・教授）
社会医歯学部門長 埴岡 隆（口腔健康科学分野・教授）
基礎医歯学部門長 岡部 幸司（細胞生理学分野・教授）
学生部次長 尾崎 正雄（成育小児歯科学分野・教授）
学生研修センター主事 阿南 壽（歯科保存学分野・教授）

Q-conference2012でポスター発表

育
体
制
の
再
考
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

取
組
み
は
本
学
を
代
表
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と
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州
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科

大
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海
道
医
療
大
学
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手
医
科
大
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昭
和
大
学
、神
奈
川
歯
科
大
学
、鶴
見
大
学
、

福
岡
大
学
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7
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と
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携
し
口
腔
医
学
を

全
国
的
に
展
開
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て
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も
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あ
り
ま
す
。

　
教
育
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般
医
学
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義
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医
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守
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成
23
年
6
月
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療
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健
、福
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で
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献
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す
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岡
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口
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。

　
昨
年
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40
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た
福
岡
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科
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腔
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ロ
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学
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・
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歯
学
科
へ

平

本学ポスターセッションの発表タイトル
「口腔医学の確立のための事業報告と新たなる取組み」

《略歴》北九州市立大学卒。福岡大学大学院修了。福田会計事務
所、西方久雄税理士事務所を経て、税理士法人西方会計代表に就
任し、現在に至る。福岡県出身。

にしかた　 かずひさ

監事 西方 和久

教授 上西 秀則

定 年 退 職を迎えて 新監事紹介

新役職教員等紹介

口腔医療センター長就任

平成24年12月18日に開催された第455回理事
会において、選任されました。

福岡歯科大学開学時
に口腔細菌学講座の
助手として赴任以来、
41年間研究と教育に

携わり、この3月末で定年退職致しました。山あり
谷ありの大学時間でしたが、有意義に過ごせまし
たこと、教職員の皆様のお蔭と心から感謝申し上
げます。本学の益々の発展を心より祈念致します。
Alles gute, auf wiedersehen.

2月19日に開催された
第457回理事会におい
て、大学運営の中核を
担う役職教員等が次の
とおり決定しました。任
期は、平成25年4月1日
から2年間です。

《略歴》福岡歯科大学歯学部卒。久留米大学大学院医学研究科外科系専攻博士課程修了。久留米大学医学
部助手、講師、助教授。米国インディアナ大学歯学部(IUPUI)留学。久留米大学医学部准教授、福岡歯科大学准
教授、福岡歯科大学口腔医療センター教授を経て、平成25年4月1日同センター長就任。医学博士。福岡県出身。

こが      ちひろ

センター長 古賀 千尋
みなさんこんにちは。福岡歯科大学口腔医療セ
ンター長に就任しました古賀千尋と申します。セ
ンターでは開設時より、口腔外科系担当教授と
して働いてまいりました。本当に患者さんは来て
くれるのだろうかと不安を抱きながら開業の日を
迎えたのを思い出します。開設してからの約１
年半を振り返ると、松浦正朗センター長のもと米
田教授、横上助教など開設時からの常勤の先
生方を中心に、たくさんの先生方にお手伝い頂
きながら、地道な診療によってセンターの基礎が

できたのではないかと思っております。今では、患者数も順調に増加し、各科
専門の先生や歯科衛生士などのスタッフも増え、一同忙しい日々 を送ってお
ります。これからは、松浦前センター長が築いてこられたセンターの長所を継
承しつつ、新しいことにも積極的にチャレンジし、本学や同窓の先生方そして
地域の方 に々とって、なくてはならない施設へ発展させたいと考えております。
そのためには同窓会をはじめ皆様のさらなるご支援が必要となりますので、
今後ともご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

機能生物化学講座
感染生物学分野

教授 井田 高之

昭和58（1983）年4月
福岡歯科大学に赴任
して、ほぼ30年が経過。
この間、大学・短大（平

成9年開学）に集う全学生に経済学等を講義。「学
生は教師を映す鏡」とばかり内省と努力で教育、研
究に努めました。多くの教職員の方々に助けられ、
学生に育てられたと思っています。福岡歯科学園
から福岡学園への名称変更は発展の証。このよう
な環境で過ごせたことを誇りに思うと同時に、今後
ますますの発展を祈念いたします。

福岡医療短期大学
歯科衛生学科

福岡歯科大学開学の
年、昭和48年4月に事
務職員として採用され

ました。当時は病院棟と教養棟のみで周囲は田ん
ぼに囲まれており、よくカエルの大合唱が聞こえて
いたことを懐かしく思い出します。平成17年12月最
終異動先となった、社会福祉法人学而会 特別養
護老人ホームサンシャインプラザで定年を迎えるこ
とになりました。今は、40年間大病もせず息災で勤
務出来たことへの充実感と私を今日まで厳しくそし
て温かく指導してくださった田中理事長先生をはじ
め多くの教職員の皆様方に深く感謝申し上げる次
第です。今後の福岡学園の益々のご隆昌を祈念し
ております。

社会福祉法人学而会
特別養護老人ホーム
サンシャインプラザ（出向）
施設長 山川 公明

今後2年間、大学運営の中核を担う新役職教員
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教授紹介

これまでの国際的活
動ならびに臨床分野
での実績を基に、次
の世代への教育に
尽力していきたいと
考えています。また、
世界に通じる臨床医、
臨床研究者の育成
に向け、急ピッチで
体制の確立と発展
に従事してまいります。

教授 勝山 英明
かつやま　    ひであき

《略歴》九州大学歯学部卒。同大学院歯学臨床系口腔外科学専攻。九州
大学医学部薬理学教室出向、同大学院修了。アメリカ合衆国ハーバード
大学Beth Israel Hospital, Department of Medicine, Cardiovascular 
Division Research fellow、International Team for Implantology (ITI)
事務局長、ITI, Member of Board of Directors （理事）を経て平成25年
2月1日福岡歯科大学教授就任。歯学博士。長崎県出身。

口腔医療センター

新任

教授 内藤 徹
ないとう　   とおる

《略歴》九州歯科大学歯学部卒。同大学院歯学研究科修了。
米国テンプル大学医学部研究員、米国Fox Chase Cancer 
Center研究員、九州歯科大学助手、福岡歯科大学講師、同
准教授を経て平成25年4月1日福岡歯科大学教授に昇任。
博士（歯学）。愛知県出身。

高齢者歯科学分野

昇任

《略歴》九州歯科大学歯学部卒。新潟大学歯学部助手、
福岡歯科大学助教授。米国国立衛生研究所NIDR研究
員。カナダブリティッシュコロンビア大学ヘルスプロモーショ
ン研究所研究員。平成25年4月1日福岡歯科大学定員外
教授に昇任。歯学博士。福岡県出身。

《略歴》北海道大学歯学部卒。同大学院歯学研究科博
士課程修了。米国南カロライナ州立医科大学留学、北海
道医療大学歯学部助手、福岡歯科大学准教授を経て平
成25年4月1日福岡歯科大学定員外教授に昇任。博士
（歯学）。北海道出身。

《略歴》鹿児島大学医学部卒。九州大学大学院医学研
究科修了（細菌学）。九州大学医学部小児科助手、講師、
国立療養所南福岡病院（現：国立病院機構福岡病院）小
児科医長、統括診療部長を経て、平成25年4月1日福岡
歯科大学教授就任。医学博士。福岡県出身。

《略歴》東北大学医学部卒。九州大学医学部整形外科
入局。福岡市立こども病院整形外科、福岡大学病院整形
外科助手、同大学医学部整形外科助教授、白十字病院
整形外科整形形成統括部長、同病院副院長を経て、平成
25年4月１日福岡歯科大学教授就任。医学博士。大分県
出身。

教員紹介

平成２５年度学友会総務委員長決定

福岡医療短期大学保健福祉学科
父兄後援会長改選

福岡歯科大学父兄後援会長に
下田恒久氏が就任

《略歴》九州大学医学部卒。九州大学病院小児科、福岡
市立こども病院、九州医療センター小児科、鳥取大学病院
脳神経小児科、九州大学病院小児科助教、診療講師を経
て、平成25年4月1日福岡歯科大学准教授就任。博士（医
学）。福岡県出身。

下田 恒久 氏
第5学年 岡 信孝 さん

《略歴》福岡歯科大学歯学部卒。同大学院歯学研究科
修了。福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学
分野助教を経て、平成25年2月1日、福岡歯科大学講師に
昇任。博士（歯学）。佐賀県出身。

《略歴》福岡歯科大学歯学部卒。同大学院歯学研究科
修了。福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野助
教、口腔医療センター助教を経て、平成25年4月1日福岡
歯科大学講師に昇任。博士（歯学）。大分県出身。

《略歴》大阪大学歯学部卒。大阪大学歯学部附属病院
医員・研究生、堺市重度障害者歯科診療所副所長を経て、
平成25年4月1日福岡歯科大学講師就任。博士（歯学）。
福岡県出身。

任期満了に伴う福岡歯科大学学友会総
務委員長の改選が1月16日に行われ、第
5学年岡 信孝さんが総投票数469票中
445票（94.9％）の信任票を獲得。4月1日
付けで平成25年度学友会総務委員長
に就任することが決定しました。

3月9日に開催された福岡歯科大学父兄
後援会理事会・評議員会合同会議にお
いて、同会長の改選が行われ、第19代
会長として下田恒久氏が選任されました。

《略歴》昭和60年福岡歯科大学卒業（第7期生）

4月9日、福岡医療短期大学入学式に引
き続いて開催された父兄後援会総会に
おいて、保健福祉学科父兄後援会長に
平川照代氏が選任されました。

本学園の吉田公典評議員が４月３日逝去されました。同氏
は昭和５４年に１期生として本学を卒業後、荒尾市歯科医
師会長、熊本県歯科医師会副会長等を歴任され、平成１
１年から福岡歯科大学同窓会副会長として、また平成１７
年から本学園の評議員として学園および大学の発展のた
め尽力されました。享年６９才。合掌 平川 照代 氏

平成25年度福岡歯科大学客員教授・准教授

客員
准教授

松永歯科クリニック審美・
インプラントセンター薬院・院長

客員
教授

客員
教授

客員
教授

井口 八郎

大慈弥 裕之

久保 真一

白日 高歩

関口 睦夫

内藤 正俊

中山 宏明

西間 三馨

福田 仁一

元京都大学・教授

福岡大学医学部・教授

福岡大学医学部・医学部長

医療法人福西会福西会病院・院長

福岡歯科大学・客員教授

客員
教授

客員
教授

客員
教授荒川 周幸

石井 香

上田 秀朗

久芳 陽一

小栁 進祐

下田 恒久

住吉 周平

田畑 修

あらかわ歯科・矯正歯科クリニック・院長

いしいかおり小児歯科・院長

うえだ歯科医院・院長

くば小児歯科医院・院長

小栁歯科医院・副院長

中央歯科・口腔外科クリニック・院長

スミヨシ歯科口腔外科こども歯科・院長

田畑歯科医院・院長

土屋 嘉都彦

中 四良

長島 義之

中牟田 博敬

中村 芳明

橋本 敏昭

松永 興昌

森 智昌

土屋デンタルクリニック

中歯科医院・院長

長島病院歯科

熊本大学医学部医学科臨床教授

高木病院・歯科口腔外科部長

はしもと小児歯科医院・院長

森歯科小児歯科医院・院長

福岡大学・副学長

九州大学・名誉教授

福岡女学院看護大学・学長

前九州歯科大学・理事長　学長

TAKAHASHI
MASAYUKI

フランス国立科学研究機構ナント大学
共同研究所・タンパク機能部門長 水口 清

宮本 新吾

山内 三男

奥田 貫介

東京歯科大学・教授

福岡大学医学部・教授

ノースキャロライナ大学・教授

奥田・二子石法律事務所・弁護士

米津 康一

大村 祐進

大森 桂二

榊 恭範

白石 和仁

山田 潤一

吉永 修　

口腔診断サービス

おおむら歯科医院・院長

大森歯科医院・院長

さかきデンタルオフィス・院長

白石歯科医院・院長

福岡天神インプラントクリニック・院長

吉永歯科医院・院長

客員
准教授

平成25年度福岡歯科大学臨床教授・准教授

歯科外来受診者の
うちの高齢者の占め
る割合が35%を超え
る現在、高齢者医療
はますます重要にな
ってきました。要介護
高齢者に対する歯
科医療を理解した歯
科医師養成を目標
に、全人的な包括医
療の基盤となる口腔医学を推進していきたいと
思います。

子どもたちの健やか
な成長・発達のお手
伝いをするのが、小
児科の役割です。そ
のためには、子どもた
ちを“よくみる”、子ど
もたちの声を“よく聞
く”、そして“よく考え
る”と教えられてきま
した。小児の口腔医
学を含めたトータルケアをめざしていきたいと考
えています。

教授 岡田 賢司
おかだ　       けんじ

小児科学分野

新任

教授 筒井 昭仁
つつい　　    あきひと

口腔健康科学分野

昇任

歯科疾患の多くは予
防可能で、発症して
もコントロールできる
時代となりました。予
防研究、その成果を
人々に届けるトラン
スレーショナル研究
に取り組み、教育に
活かします。また口
腔医学の普及、認知
向上に務めます。

今までの経験を生かし
て、足部疾患の治療を
重点的に行いたいと
思います。また、小児
科も新規に開設される
ことより、小児の運動
器疾患に対しても質の
高い治療を行いたいと
思います。一方、日常
診療において、安全に
留意し、学生教育においては安全な治療をするため
に何が大切であるかを教育していきたいと思います。

教授 井上 敏生
いのうえ　      としお

整形外科学分野

新任

教授 敦賀 英知
つるが　　    えいち

機能構造学分野

昇任

教育は解剖学、研究
は弾性線維です。学
び、そして探求する
楽しさを若い世代に
伝えられたらと思って
います。

発達の問題やけい
れん性疾患などの小
児神経疾患を中心
に診療・研究・教育
に携わってまいりまし
た。最新の知見を取
り入れながら、これま
でに得た知識と経験
を活かし、小児の全
人的・包括的医療に
貢献したいと思います。

准教授 鳥巣 浩幸
とりす　      ひろゆき

小児科学分野

新任

講師 森永 健三
もりなが　     けんぞう

口腔インプラント学分野

昇任

《略歴》広島大学医学部卒。バース大学留学。九州大学
病院第二内科医員、福岡歯科大学総合医学講座内科学
分野助教を経て、平成25年4月1日福岡歯科大学講師に
昇任。博士（医学）。福岡県出身。

口腔インプラント学
を通じて豊かな人間
性を備えた有能な医
療人の育成に努め
ます。臨床、研究、教
育のこれまでの経験
を活かし、口腔インプ
ラント学分野の発展
に貢献できるよう頑
張ります。

歯学部附属病院、入
所施設歯科および
地域センターなどで
障害者歯科に従事
してきました。これまで
の経験を活かし、障
害者歯科学分野の
発展に努力していき
たいと思っています。

講師 木村 敬次リチャード
きむら          けいじ              リチャード

障害者歯科学分野

新任

講師 津江 文武
つえ　　    ふみたけ

口腔医療センター

昇任

《略歴》佐賀医科大学卒。福岡大学大学院医学研究科
修了。福岡大学病院消化器外科学講座講師を経て、平成
25年4月1日福岡歯科大学講師就任。博士（医学）。福岡
県出身。

大腸肛門疾患、特に
良性肛門疾患を専
門としています。専
門診療とともに、学
生の教育にも力を入
れていきたいと思い
ます。よろしくお願い
申し上げます。

講師 別府 理智子
べっぷ              りちこ

外科学分野

新任

本学在籍中は髙橋
裕教授をはじめ多く
の先生の御指導の
もと多岐にわたり大
変貴重な経験をさせ
ていただきました。今
後は口腔医療センタ
ーにて口腔の機能
回復と長期的安定
を目標に咬合再構
成へ取り組んでまいります。

講師 寒水 康雄
かんすい       やすお

内科学分野

昇任

内科医として臨床に
従事しながら、高血
圧や加齢に伴う動
脈硬化の機序の解
明と治療について研
究してきました。研究
を更に発展させると
ともに、福岡歯科大
学の教育・臨床の発
展に努めたいと考え
ています。ご助言・ご指導を宜しくお願いいたし
ます。

吉田公典評議員ご逝去
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教授紹介

これまでの国際的活
動ならびに臨床分野
での実績を基に、次
の世代への教育に
尽力していきたいと
考えています。また、
世界に通じる臨床医、
臨床研究者の育成
に向け、急ピッチで
体制の確立と発展
に従事してまいります。

教授 勝山 英明
かつやま　    ひであき

《略歴》九州大学歯学部卒。同大学院歯学臨床系口腔外科学専攻。九州
大学医学部薬理学教室出向、同大学院修了。アメリカ合衆国ハーバード
大学Beth Israel Hospital, Department of Medicine, Cardiovascular 
Division Research fellow、International Team for Implantology (ITI)
事務局長、ITI, Member of Board of Directors （理事）を経て平成25年
2月1日福岡歯科大学教授就任。歯学博士。長崎県出身。
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新任

教授 内藤 徹
ないとう　   とおる
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教員紹介

平成２５年度学友会総務委員長決定

福岡医療短期大学保健福祉学科
父兄後援会長改選

福岡歯科大学父兄後援会長に
下田恒久氏が就任
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下田 恒久 氏
第5学年 岡 信孝 さん
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《略歴》大阪大学歯学部卒。大阪大学歯学部附属病院
医員・研究生、堺市重度障害者歯科診療所副所長を経て、
平成25年4月1日福岡歯科大学講師就任。博士（歯学）。
福岡県出身。

任期満了に伴う福岡歯科大学学友会総
務委員長の改選が1月16日に行われ、第
5学年岡 信孝さんが総投票数469票中
445票（94.9％）の信任票を獲得。4月1日
付けで平成25年度学友会総務委員長
に就任することが決定しました。

3月9日に開催された福岡歯科大学父兄
後援会理事会・評議員会合同会議にお
いて、同会長の改選が行われ、第19代
会長として下田恒久氏が選任されました。

《略歴》昭和60年福岡歯科大学卒業（第7期生）

4月9日、福岡医療短期大学入学式に引
き続いて開催された父兄後援会総会に
おいて、保健福祉学科父兄後援会長に
平川照代氏が選任されました。

本学園の吉田公典評議員が４月３日逝去されました。同氏
は昭和５４年に１期生として本学を卒業後、荒尾市歯科医
師会長、熊本県歯科医師会副会長等を歴任され、平成１
１年から福岡歯科大学同窓会副会長として、また平成１７
年から本学園の評議員として学園および大学の発展のた
め尽力されました。享年６９才。合掌 平川 照代 氏
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成へ取り組んでまいります。

講師 寒水 康雄
かんすい       やすお

内科学分野

昇任

内科医として臨床に
従事しながら、高血
圧や加齢に伴う動
脈硬化の機序の解
明と治療について研
究してきました。研究
を更に発展させると
ともに、福岡歯科大
学の教育・臨床の発
展に努めたいと考え
ています。ご助言・ご指導を宜しくお願いいたし
ます。

吉田公典評議員ご逝去
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平等という幻想
コ
ラ
ム
「
定
心
」

　フリードマンはその著書の中で、「神の前
の平等」は、いつしか「機会の平等」に代わ
り、今や「結果の平等」を意味するものとなっ
ていると述べている。私達は自分に機会が
与えられないことを不満に思い、不平等だと

声を大きくするが、全ての人間に、全てのこと
に対する機会が、平等に与えられる訳ではな
い。それぞれの人は、他の人と違う機会を常
に得ているし、その機会の重要度はそのこと
に対する本人の意欲に依存している。かつ
て、小学校の運動会で手をつないで全員一
緒にゴールすることが報じられていた。確か
に、「結果の平等」は弱者をいたわる心を涵

養すると言うこともできるが、より良くありたい
と願う強者の権利を人の手によって侵すこと
になる。幸福を追求したいという気持ちは、ど
んな人のものであれ、誰も奪えないという意
味で平等であり、全ての人に追求する機会
や、幸福な結果が与えられる平等は不可能
であることを自覚しないと、私達は常に不満し
か言えない小さな人間になってしまう。

成
24
年
11
月
25
日
の
日
曜
日
、福
岡

県
歯
科
医
師
会
館
視
聴
覚
室
に
て
、

「
変
革
す
る
確
実
な
診
査
・
診
断
」を
テ
ー
マ

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

近
年
、歯
科
用
3
次
元
エ
ッ
ク
ス
線
断
層

撮
影
の
歯
科
用
Ｃ
Ｔ
は
、主
に
口
腔
外
科
領

域
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、昨
年
4
月
の
社
会
保
険
診
療

報
酬
改
定
で
保
険
導
入
さ
れ
た
た
め
、開
業

医
の
歯
科
臨
床
で
も
幅
広
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。従
来
よ
り
も
確
実
な

診
査
・
診
断
に
よ
っ
て
、よ
り
安
全
で
確
実
な

歯
科
治
療
が
可
能
と
な
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、日
々
の
診
療
で
安
全
か
つ

予
後
良
好
な
歯
科
治
療
を
行
う
上
で
、

C
T
診
断
を
多
く
の
先
生
方
に
ご
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
く
た
め
に
、画
像
診
断
の
立

場
よ
り
香
川
豊
宏
先
生
に
、開
業
医
の
立
場

か
ら
川
嵜
俊
明
先
生
に
、そ
し
て
口
腔
外
科

の
立
場
よ
り
古
賀
千
尋
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ

豊
富
な
臨
床
症
例
で
ご
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
講
演
を
、30
数
年
前
の
登
院
実
習
で
放

射
線
科
に
回
っ
た
際
の
初
心
に
帰
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、テ
ー
マ
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
ん
だ
診
療
に
直
結
し
た
具
体
的
な
内
容

で
し
た
。

　

一
部
保
険
導
入
に
な
り
ま
し
た
歯
科
用

C
T
に
関
し
ま
し
て
は
、正
に
C
T
元
年
の

よ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
し
、被
爆
の
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、確
実
な
診
査
・
診
断
に
よ

る
安
心・安
全
な
歯
科
治
療
を
患
者
様
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
C
T
の
活
用
が
さ
ら
に

重
要
に
な
ろ
う
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。受

講
の
先
生
方
に
は
、診
療
の
一
助
に
な
れ
ば

と
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、晩
秋
の
大
変
お
天

気
の
よ
い
貴
重
な
休
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、香

川
豊
宏
先
生
・川
嵜
俊
明
先
生
・
古
賀
千
尋

先
生
に
は
豊
富
な
臨
床
症
例
と
臨
床
経
験

を
交
え
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、ま
た
、遠
方

よ
り
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
聴
講
の
先

生
方
に
も
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
26
回
福
岡
歯
科
大
学

　
　
　
同
窓
会
主
催
学
術
講
演
会

同 窓 生 か ら の 手 紙

　同窓の先生方、日々の診療・家族・歯科医師会の執務・同窓会活動・ス
タディーグループ等、色 と々ご多忙のことと拝察します。
　私も何かと慌ただしくしていますが、３年程前から生活リズムが少し変わっ
てきました。平成22年11月８日、胃潰瘍の父を医師会病院（宮崎県延岡
市）に入院させ、要介護１の母を老人ホーム（日向市）に入所させました。母
の要介護１は、認知症（脳血管性）によるもので、父が老々介護の心労でダ
ウンしたのでした。
　その後、２週間程で父は無事退院しましたが、老人ホームには入らず、油
絵、詩吟等の趣味に没頭し1人自宅で生活し始めました。

ご両親は、お元気ですか？

　その頃から、毎月だいたい第１週の木・金曜日に帰省しています（休診せ
ずにすんでいるのは同窓同級の家内のおかげで、感謝しています）。３人で
外食し、両親の健康状態を確認（食欲を見ます）して帰福しています。今で
きる唯一の親孝行です。
　今年の３月3日、実家のサポートをして頂いているヘルパーさんから電話
があり、父（86歳）が転倒し右肩甲骨を骨折し入院したと。打ちどころが悪
ければ、致命的なこともあると聞いていましたので、ホッとした次第でした。3
月22日、退院した父は、そのまま母（85歳）のいる老人ホームへ入所、同居
しました。遠方にいる息子としては、両親が介護施設に入ってもらって大変
安心しています。
　それまで、認識の甘かった介護保険制度、地域包括支援センター、認知
症等色 と々学ばされました。
　同窓の先生方、月に1度程で良いと思いますが、親に会うこと・食事する
こと・孝行すること等を是非お願いしたいと思います。

　1983年（昭和58年）卒業後、大阪歯科大学歯周病学講座に籍をおい
て勉学を続ける事になりました。卒業後１年間は福岡歯科大学第２保存
（歯周病学）に籍をおき学生実習などの手伝いをしていました。大阪歯科大
学歯周病学講座で卒後研修（２年間）終了後、大学院へと進みましたが、
諸事情により３年終了時に中途退学せざるをえませんでした。しかし、その後
も歯周病学講座に籍をおいて週１回は大学へ顔出しして臨床中心の勉学
を続けてきています。1991年にはUCLAの卒後研修コースで日本に先駆
け歯周組織再生療法を習得しています。帰国後もジャパンゴアテックス社
で開催されていたGTR＆GBR講習会の手伝いをする等の多忙な毎日でし
た。こういった生活の中で1994年１月に白井歯科を開業する傍ら大学との

常に明確な目標を持って
進む事の大切さ

２足のわらじを履いた生活が続いています。また、学会等へは進んで参加し
勉学を続け、2007～2011年の間には大阪歯科大学研修医を中心とした
歯周外科＆GTR認定コース（豚顎実習）にてサーティフィケート交付してき
ました。さらに、2008年のアメリカ歯周病学会参加時に仲良くなった新潟
大学の先生から社会人大学院という制度があることを聞き、もう一度、大学
院としての研究がしたくなり、2009年～2013年の４年間は新潟大学大学
院医歯学総合研究科歯周診断・再建学分野での研究を行い、歯周病学
会で２回、新潟歯学会で１回、
アメリカ歯周病学会で１回と
学会発表もこなして学位を取
得しています。
　現在は、白井歯科・大阪歯
科大学歯周治療科・新潟大
学（歯周診断・再建学分野）と
３カ所での臨床および研究と
いう日 を々過ごしています。

卒 業 生 N O W

白井 義英（5期）

同窓会副会長 武井 俊哉（２期）

歯科医師臨床研修がスタート臨床研修

福岡医療短期大学
歯科衛生学科登院式

登院式 再生医学研究センター
シンポジウム

シンポジウム

月24日、本館8階801講義室において、平成24年度第3
回再生医学研究センターシンポジウム（大学院特別講

義）が開催されました。田中理事長の挨拶の後、東京女子
医科大学・先端生命医科学研究所・岩田 隆紀特任講師に
よる「細胞シート工学に基づいた歯周組織の再生」と題した
講演が行われました。参加した大学院生、教職員は再生医
療の最新の研究成果に熱心に耳を傾け、講演後には多くの
質問が寄せられました。

1月11日、福岡歯科大学本館講堂にて平成2５年度福
岡医療短期大学歯科衛生学科登院式が執り行われ

ました。同学科新3年生82名は、来賓、法人役員、教員、在
学生、父兄等が見守る
中、名前が呼ばれると緊
張した面持ちで一人ひ
とり壇上に上がり、栢短
大学長から戴帽を受け
ました。
　いよいよ医科歯科総
合病院での臨床実習が
開始され、歯科衛生士
に向けての実践的な第
一歩が始まりました。

にこにこウォーキング＆
ジョギング2013を開催

イベント

月6日、地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会主催の
「にこにこウォーキング＆ジョギング2013」が昨年に引き

続き開催されました。このイベントは中村学園大学、福岡大
学、本学の三大学が、スポーツ、医療、栄養という分野の専
門性を活かし、地域の健康づくりや疾病予防等を通じて地
域社会に貢献することを目的として開催されました。
　当日は、雨天のため、福岡大学第二記念会堂内において、
福岡大学スポーツ科学部
の田中宏暁教授が体への
負担が少ないジョギングの
方法等を指導。参加者約
80名は教わったジョギング
のポイントを実践しながら
汗を流しました。

月1日、平成25年度歯科医師臨床研修開始式が執り行われ、75
人が辞令を受け臨床研修歯科医師として研修を開始しました。

　研修プログラムは、単独型・複合型があり、医科歯科総合病院のみ、
あるいは医科歯科総合病院とその他の協力型臨床研修施設に登録さ
れている歯科医院等において来年３月まで行われます。

4
平

学
術
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務
理
事 

岩
本 

憲
明 4

4

「ＡＮＴＩ-ＡＧＩＮＧ ＭＥＤＩＣＩＮＥ」に
口腔顔面美容医療センターが
紹介されました。

掲載

本抗加齢医学会雑
誌「ANTI-AGING 

M E D I C I N E」2 0 1 2 
Vol.8 No.6号の福岡大学
病院美容医療センター特
集記事の中で医科歯科
連携の実践先として本学
の口腔顔面美容医療セ
ンターが紹介されました。

日
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　同窓の先生方、日々の診療・家族・歯科医師会の執務・同窓会活動・ス
タディーグループ等、色 と々ご多忙のことと拝察します。
　私も何かと慌ただしくしていますが、３年程前から生活リズムが少し変わっ
てきました。平成22年11月８日、胃潰瘍の父を医師会病院（宮崎県延岡
市）に入院させ、要介護１の母を老人ホーム（日向市）に入所させました。母
の要介護１は、認知症（脳血管性）によるもので、父が老々介護の心労でダ
ウンしたのでした。
　その後、２週間程で父は無事退院しましたが、老人ホームには入らず、油
絵、詩吟等の趣味に没頭し1人自宅で生活し始めました。

ご両親は、お元気ですか？

　その頃から、毎月だいたい第１週の木・金曜日に帰省しています（休診せ
ずにすんでいるのは同窓同級の家内のおかげで、感謝しています）。３人で
外食し、両親の健康状態を確認（食欲を見ます）して帰福しています。今で
きる唯一の親孝行です。
　今年の３月3日、実家のサポートをして頂いているヘルパーさんから電話
があり、父（86歳）が転倒し右肩甲骨を骨折し入院したと。打ちどころが悪
ければ、致命的なこともあると聞いていましたので、ホッとした次第でした。3
月22日、退院した父は、そのまま母（85歳）のいる老人ホームへ入所、同居
しました。遠方にいる息子としては、両親が介護施設に入ってもらって大変
安心しています。
　それまで、認識の甘かった介護保険制度、地域包括支援センター、認知
症等色 と々学ばされました。
　同窓の先生方、月に1度程で良いと思いますが、親に会うこと・食事する
こと・孝行すること等を是非お願いしたいと思います。

　1983年（昭和58年）卒業後、大阪歯科大学歯周病学講座に籍をおい
て勉学を続ける事になりました。卒業後１年間は福岡歯科大学第２保存
（歯周病学）に籍をおき学生実習などの手伝いをしていました。大阪歯科大
学歯周病学講座で卒後研修（２年間）終了後、大学院へと進みましたが、
諸事情により３年終了時に中途退学せざるをえませんでした。しかし、その後
も歯周病学講座に籍をおいて週１回は大学へ顔出しして臨床中心の勉学
を続けてきています。1991年にはUCLAの卒後研修コースで日本に先駆
け歯周組織再生療法を習得しています。帰国後もジャパンゴアテックス社
で開催されていたGTR＆GBR講習会の手伝いをする等の多忙な毎日でし
た。こういった生活の中で1994年１月に白井歯科を開業する傍ら大学との

常に明確な目標を持って
進む事の大切さ

２足のわらじを履いた生活が続いています。また、学会等へは進んで参加し
勉学を続け、2007～2011年の間には大阪歯科大学研修医を中心とした
歯周外科＆GTR認定コース（豚顎実習）にてサーティフィケート交付してき
ました。さらに、2008年のアメリカ歯周病学会参加時に仲良くなった新潟
大学の先生から社会人大学院という制度があることを聞き、もう一度、大学
院としての研究がしたくなり、2009年～2013年の４年間は新潟大学大学
院医歯学総合研究科歯周診断・再建学分野での研究を行い、歯周病学
会で２回、新潟歯学会で１回、
アメリカ歯周病学会で１回と
学会発表もこなして学位を取
得しています。
　現在は、白井歯科・大阪歯
科大学歯周治療科・新潟大
学（歯周診断・再建学分野）と
３カ所での臨床および研究と
いう日 を々過ごしています。

卒 業 生 N O W

白井 義英（5期）

同窓会副会長 武井 俊哉（２期）

歯科医師臨床研修がスタート臨床研修

福岡医療短期大学
歯科衛生学科登院式

登院式 再生医学研究センター
シンポジウム

シンポジウム

月24日、本館8階801講義室において、平成24年度第3
回再生医学研究センターシンポジウム（大学院特別講

義）が開催されました。田中理事長の挨拶の後、東京女子
医科大学・先端生命医科学研究所・岩田 隆紀特任講師に
よる「細胞シート工学に基づいた歯周組織の再生」と題した
講演が行われました。参加した大学院生、教職員は再生医
療の最新の研究成果に熱心に耳を傾け、講演後には多くの
質問が寄せられました。

1月11日、福岡歯科大学本館講堂にて平成2５年度福
岡医療短期大学歯科衛生学科登院式が執り行われ

ました。同学科新3年生82名は、来賓、法人役員、教員、在
学生、父兄等が見守る
中、名前が呼ばれると緊
張した面持ちで一人ひ
とり壇上に上がり、栢短
大学長から戴帽を受け
ました。
　いよいよ医科歯科総
合病院での臨床実習が
開始され、歯科衛生士
に向けての実践的な第
一歩が始まりました。

にこにこウォーキング＆
ジョギング2013を開催

イベント

月6日、地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会主催の
「にこにこウォーキング＆ジョギング2013」が昨年に引き

続き開催されました。このイベントは中村学園大学、福岡大
学、本学の三大学が、スポーツ、医療、栄養という分野の専
門性を活かし、地域の健康づくりや疾病予防等を通じて地
域社会に貢献することを目的として開催されました。
　当日は、雨天のため、福岡大学第二記念会堂内において、
福岡大学スポーツ科学部
の田中宏暁教授が体への
負担が少ないジョギングの
方法等を指導。参加者約
80名は教わったジョギング
のポイントを実践しながら
汗を流しました。

月1日、平成25年度歯科医師臨床研修開始式が執り行われ、75
人が辞令を受け臨床研修歯科医師として研修を開始しました。

　研修プログラムは、単独型・複合型があり、医科歯科総合病院のみ、
あるいは医科歯科総合病院とその他の協力型臨床研修施設に登録さ
れている歯科医院等において来年３月まで行われます。
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事 
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本 
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「ＡＮＴＩ-ＡＧＩＮＧ ＭＥＤＩＣＩＮＥ」に
口腔顔面美容医療センターが
紹介されました。

掲載

本抗加齢医学会雑
誌「ANTI-AGING 

M E D I C I N E」2 0 1 2 
Vol.8 No.6号の福岡大学
病院美容医療センター特
集記事の中で医科歯科
連携の実践先として本学
の口腔顔面美容医療セ
ンターが紹介されました。

日

Event 学園行事
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同窓会だよりFrom The Alumni Association



Messages From Students & Parents 学生＆保護者様からのメッセージ

15   N e w  S o p h i a

Hi! From Clinic クリニックからこんにちは！
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FROM  PARENTS保護者様からのメッセージ

FROM  STUDENTS学生からのメッセージ

　卒業して約30年が経ち、子ども二人もお世話になり、今まで以上に母校
のことを考えるようになりました。私の学生時代はラグビーと飲ん方ばかりでし
たが、矯正に興味があり矯正科に残ったことで、現在私の診療の幹は矯正と
なりました。その後苦労して歯周病専門医の資格も取りました。
　今日、年々国試は難しくなってきていますが、国が望む歯科医師とは、全身
疾患を理解し臨床検査を読んで歯科医療を実践できる人と考えられます。先
日、それを裏付けるようながん治療のPEACE緩和ケア研修を受講しました。
医師、看護師に限らず社会福祉士、臨床心理士、産業カウンセラーなど多職
種の方が参加した丸2日間の研修でしたが、改めて世間の期待も健康寿命
を延ばしQOLの向上を目指す手助けのできる医療人が増えることだと強く感
じました。歯科医師もそれを目標に、ずっと勉強を続けることが必要です。
　私の臨床は歯や歯周組織や骨を保存し、メインテナンスしやすい口腔内
環境を作ることを目標にしています。もし抜歯に至れば、インプラントや歯牙移
植また、矯正にて歯の移動により健全歯を削合しないで欠損部を縮小するこ
とを中心に考えるようにしています。
　またメンタル面では、緩和ケアも含めて心疾患を抱える患者への配慮され
たコンサルが重要だと考えています。
　これから先勉強から離れる時期がくれば、自分の引退
の時ではと考えています。
　患者さんに“先生に出会えてよかった、一生歯の面倒
をみてもらいたい”と言われた時に本当のやりがい、勉強
を続ける意味を感じると思います。歯科医療はすばらし
い仕事です。学生さん、頑張っていい歯科医師になって
くださいね。

板谷 明音（大学2学年）湯浅 主庸（大学5学年）

頑張れ！ 学生さん
　私は節目毎に、良き人に出会い、助け導かれ、これまで頑張って
これたと思っています。ある時は常に努力すること、またある時は、
人の役に立つ勉強をすることの大切さを諭されました。悩み苦しみ
ながらも、廻りの方々に助け励まされられながら、学生時代、卒後、
そして現在も、いつも楽しく学ばせていただいていることに、感謝し
ております。
　学生の皆さんは、毎日勉強（講義や実習）と部活で多忙な日 を々
過ごしておられると思いますが、その忙しさこそ、可能性を広げる扉
です。充実した時間を持てば、今後の可能性は無限に広がってい
くと思います。
　私たちが大学生の頃は、先生方や先輩が、下級生の頃の事や
将来の夢、家族、友人、趣味の話や、礼儀、先生方や先輩とのお
付き合いの仕方などを教えて下さったものです。そのことが他大学
の医局でお世話になった時も、随分役に立ちました。また、地元に
帰って父や兄達と一緒に仕事し始めて、医師・歯科医師、行政関
係者、及び色々な職種の方、男性・女性、年齢を問わず多くの方と
接しさせていただく際、誠心誠意のお付き合いを
信念とすることができているのも、その様な学生
時代があったからだと思っております。
　最後になりますが、皆さんには、学んで楽しん
で、輝かしい未来に向って邁進して欲しいと思い
ます。

北園 俊司 様
（父兄後援会）

藤政 孝志 様
（父兄後援会評議員）
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皆
楽学　̶良き師・先輩・仲間・後輩̶

　学費、器具代、教科書代…私立大学ならではの
高額な出費。私は何度もこの大学を辞めざるを得な
い状況に直面してきました。自分の力では解決がで
きなくなったとき、救ってくれたのは「仲間」でした。
　私のために先生の所を訪ねてどうにかならないも

のか懇願してくれた仲間。私が落ち込まないよう必死で励まそうとしてく
れた仲間。今後、どのようにしたら一緒に卒業できるかを真剣に考えて
くれた仲間。そんな仲間たちがいるから、この4年間学生生活をやって
これたのだと強く感じています。
　「限りある人生の中で、自分がそのときどきに出会った人をどれだけ
幸せな気持ちにしてあげることができるかを常に考えよう。そして自分な
りに全力で幸せにして差しあげよう。人を幸せにする事を楽しもう。それ
が私達に出来る社会貢献です。」
　これは私がアルバイトをしている飲食店の企業理念から抜粋してき
たものです。この考え方に基づいて私は自分の回りにいてくれる人た
ちに感謝し、自分なりにその感謝を伝え、そしてその人たちを笑顔にす
るということを目標にさまざまな経験をしてきました。このような経験を生
かして、これからは私が支える方になることを目標にしようと思います。
　残り２年間、生活が苦しいのは変らない
と思いますが、支えてくれる「仲間」がいる
ので何事もやっていける自信があります。
今まで支えてくれた人たちに対して自分な
りの言葉で「ありがとう」という感謝を伝え
ようと思います。

初
心
に
か
え
っ
て

皆
支えてくれた仲間たちへ 知らなかった自分を知る

　私には幼い頃から心がけていることが一つありま
す。それは「できるだけ色んな人と関わろう」ということ
です。福岡市の「成人の日記念行事実行委員」の
公募を見た時にはより多くの人と関わるチャンスだと
思い、すぐに手を挙げました。
　成人式の実行委員会では、他大学の学生や社会人の同じ新成人
仲間と、成人式開催という一つの目標に向かって活動しました。この
実行委員は公募で集まったメンバーなので皆が積極的な分、話し合い
が紛糾することもありました。その中で私はどのような役割で話し合い
に参加すればいいか初めは戸惑いましたが、次第に調整役を心がける
ようになりました。その役割をどのくらい果たせたか分かりませんが、とて
も勉強になりました。また、実行委員の活動を通して福岡市職員の方
やタレントさん、テレビ局や新聞社で働いている方と接する機会もあり、
自分の知らない世界を覗くことができました。
　自分とは違うものを見てきた人や違う考えを持っている人に出会っ
て、一緒の時間を過ごすと、知らないことがまだまだあるのだと気づかさ

れます。そして、その未知の領域に
わくわくするのと同時に、知らなかっ
た自分を知ることができます。私は
この瞬間が一番好きです。なので、
これからも大学での勉強だけでなく
学外の活動にも積極的に参加し、
より自分の視野を広げていきたい
と思っています。成人式後、実行委員会の全員で。
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Hi! From Clinic クリニックからこんにちは！
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FROM  PARENTS保護者様からのメッセージ

FROM  STUDENTS学生からのメッセージ

　卒業して約30年が経ち、子ども二人もお世話になり、今まで以上に母校
のことを考えるようになりました。私の学生時代はラグビーと飲ん方ばかりでし
たが、矯正に興味があり矯正科に残ったことで、現在私の診療の幹は矯正と
なりました。その後苦労して歯周病専門医の資格も取りました。
　今日、年々国試は難しくなってきていますが、国が望む歯科医師とは、全身
疾患を理解し臨床検査を読んで歯科医療を実践できる人と考えられます。先
日、それを裏付けるようながん治療のPEACE緩和ケア研修を受講しました。
医師、看護師に限らず社会福祉士、臨床心理士、産業カウンセラーなど多職
種の方が参加した丸2日間の研修でしたが、改めて世間の期待も健康寿命
を延ばしQOLの向上を目指す手助けのできる医療人が増えることだと強く感
じました。歯科医師もそれを目標に、ずっと勉強を続けることが必要です。
　私の臨床は歯や歯周組織や骨を保存し、メインテナンスしやすい口腔内
環境を作ることを目標にしています。もし抜歯に至れば、インプラントや歯牙移
植また、矯正にて歯の移動により健全歯を削合しないで欠損部を縮小するこ
とを中心に考えるようにしています。
　またメンタル面では、緩和ケアも含めて心疾患を抱える患者への配慮され
たコンサルが重要だと考えています。
　これから先勉強から離れる時期がくれば、自分の引退
の時ではと考えています。
　患者さんに“先生に出会えてよかった、一生歯の面倒
をみてもらいたい”と言われた時に本当のやりがい、勉強
を続ける意味を感じると思います。歯科医療はすばらし
い仕事です。学生さん、頑張っていい歯科医師になって
くださいね。

板谷 明音（大学2学年）湯浅 主庸（大学5学年）

頑張れ！ 学生さん
　私は節目毎に、良き人に出会い、助け導かれ、これまで頑張って
これたと思っています。ある時は常に努力すること、またある時は、
人の役に立つ勉強をすることの大切さを諭されました。悩み苦しみ
ながらも、廻りの方々に助け励まされられながら、学生時代、卒後、
そして現在も、いつも楽しく学ばせていただいていることに、感謝し
ております。
　学生の皆さんは、毎日勉強（講義や実習）と部活で多忙な日 を々
過ごしておられると思いますが、その忙しさこそ、可能性を広げる扉
です。充実した時間を持てば、今後の可能性は無限に広がってい
くと思います。
　私たちが大学生の頃は、先生方や先輩が、下級生の頃の事や
将来の夢、家族、友人、趣味の話や、礼儀、先生方や先輩とのお
付き合いの仕方などを教えて下さったものです。そのことが他大学
の医局でお世話になった時も、随分役に立ちました。また、地元に
帰って父や兄達と一緒に仕事し始めて、医師・歯科医師、行政関
係者、及び色々な職種の方、男性・女性、年齢を問わず多くの方と
接しさせていただく際、誠心誠意のお付き合いを
信念とすることができているのも、その様な学生
時代があったからだと思っております。
　最後になりますが、皆さんには、学んで楽しん
で、輝かしい未来に向って邁進して欲しいと思い
ます。

北園 俊司 様
（父兄後援会）

藤政 孝志 様
（父兄後援会評議員）
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あ
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あ
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あ
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す
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い
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の
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持
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を
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い
出
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ま
し
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と
に
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医
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の
仕
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す
。心
と
体
を
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っ
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り
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地
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医
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献
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ま
す
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Ⅰ
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西
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取
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を
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な
り
、ま
た
施
設

の
方
か
ら
患
者
さ
ん
と
の
付
き
合
い
か
た

な
ど
の
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

現
在
は
故
郷
の
町
に
か
え
り
、診
療
所

を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。わ
た
し

の
地
域
で
も
高
齢
化
の
波
が
せ
ま
っ
て
お

り
、訪
問
診
療
の
需
要
も
多
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。い
ま
ま
で
様
々
な
先
生
に
ご
迷

惑
を
か
け
て
学
ん
だ
知
識
を
少
し
で
も
生

か
せ
る
よ
う
地
域
歯
科
治
療
に
努
力
を
つ

づ
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

様
、こ
ん
に
ち
は
。二
十
五
期
生
の

藤
本
秀
幸
と
申
し
ま
す
。卒
業
後
、

総
合
歯
科
学
の
医
局
に
て
廣
藤
卓
雄
先
生

の
ご
指
導
の
も
と
臨
床
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、歯
科
診
療
の
み
な
ら
ず
全
身
疾

患
と
歯
科
の
関
連
、高
齢
者
の
歯
科
治
療

に
お
け
る
注
意
点
な
ど
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
廣
藤
卓
雄
先
生
の
ご
紹
介
に
て

故
郷
、愛
媛
県
の
松
山
に
て
三
年
間
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
世
話
に
な
り

ま
し
た
歯
科
医
院
は
協
力
歯
科
医
院
も
さ

れ
て
お
ら
れ
る
か
と
う
歯
科
医
院
で
、訪
問

診
療
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
お
り
、さ
ま

ざ
ま
な
施
設
や
病
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携
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皆
楽学　̶良き師・先輩・仲間・後輩̶

　学費、器具代、教科書代…私立大学ならではの
高額な出費。私は何度もこの大学を辞めざるを得な
い状況に直面してきました。自分の力では解決がで
きなくなったとき、救ってくれたのは「仲間」でした。
　私のために先生の所を訪ねてどうにかならないも

のか懇願してくれた仲間。私が落ち込まないよう必死で励まそうとしてく
れた仲間。今後、どのようにしたら一緒に卒業できるかを真剣に考えて
くれた仲間。そんな仲間たちがいるから、この4年間学生生活をやって
これたのだと強く感じています。
　「限りある人生の中で、自分がそのときどきに出会った人をどれだけ
幸せな気持ちにしてあげることができるかを常に考えよう。そして自分な
りに全力で幸せにして差しあげよう。人を幸せにする事を楽しもう。それ
が私達に出来る社会貢献です。」
　これは私がアルバイトをしている飲食店の企業理念から抜粋してき
たものです。この考え方に基づいて私は自分の回りにいてくれる人た
ちに感謝し、自分なりにその感謝を伝え、そしてその人たちを笑顔にす
るということを目標にさまざまな経験をしてきました。このような経験を生
かして、これからは私が支える方になることを目標にしようと思います。
　残り２年間、生活が苦しいのは変らない
と思いますが、支えてくれる「仲間」がいる
ので何事もやっていける自信があります。
今まで支えてくれた人たちに対して自分な
りの言葉で「ありがとう」という感謝を伝え
ようと思います。

初
心
に
か
え
っ
て

皆
支えてくれた仲間たちへ 知らなかった自分を知る

　私には幼い頃から心がけていることが一つありま
す。それは「できるだけ色んな人と関わろう」ということ
です。福岡市の「成人の日記念行事実行委員」の
公募を見た時にはより多くの人と関わるチャンスだと
思い、すぐに手を挙げました。
　成人式の実行委員会では、他大学の学生や社会人の同じ新成人
仲間と、成人式開催という一つの目標に向かって活動しました。この
実行委員は公募で集まったメンバーなので皆が積極的な分、話し合い
が紛糾することもありました。その中で私はどのような役割で話し合い
に参加すればいいか初めは戸惑いましたが、次第に調整役を心がける
ようになりました。その役割をどのくらい果たせたか分かりませんが、とて
も勉強になりました。また、実行委員の活動を通して福岡市職員の方
やタレントさん、テレビ局や新聞社で働いている方と接する機会もあり、
自分の知らない世界を覗くことができました。
　自分とは違うものを見てきた人や違う考えを持っている人に出会っ
て、一緒の時間を過ごすと、知らないことがまだまだあるのだと気づかさ

れます。そして、その未知の領域に
わくわくするのと同時に、知らなかっ
た自分を知ることができます。私は
この瞬間が一番好きです。なので、
これからも大学での勉強だけでなく
学外の活動にも積極的に参加し、
より自分の視野を広げていきたい
と思っています。成人式後、実行委員会の全員で。
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問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

平成26年度  入学試験日程

　先日、アジア美術館の仮面ライダーアート展に行ってきま
した。キャッチコピーはもちろん「変身！」です。学生時分に
「学ぶことは変身することだ」と教わりハッとしたのを憶えて
います。それを知らなかった自分から知っている自分へと変
身することなのだ、と。特撮ヒーローのように劇的ではありま
せんが、そのささやかな変身は意味のある前進でもありま
す。日々勉学に勤しむ学生さんたちは日々変身しています。
われわれ教職員もペースはスローながら変身します。本誌で
そのような軌跡をお報せできれば幸いです。(NT)

今年も満開の桜が学園を彩りました。
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オープンキャンパス開催のお知らせ

福岡歯科大学 同窓生を対象とした
オープンキャンパスを5月26日（日）に開催
　同窓生を対象としたオープンキャンパスを下記の通り開催いたします。当日は
本学在職の同窓生との昼食会も企画しております。同窓生の皆さま、ふるって
ご参加ください。

　本学への入学希
望者をはじめ、そのご
家族や高校・予備校
の先生方を対象とし
たオープンキャンパス
を右記の日程で開催
いたします。お気軽に
ご参加ください。

福岡歯科大学・福岡医療短期大学
平成25年度一般向けオープンキャンパス開催

福岡歯科大学

福岡医療
短期大学

本館9階901教室福岡歯科大学
●施設見学 ●模擬実習 ●本学在職の同窓生および出席教員との昼食会
●大学概要説明 ●入学試験説明 など
福岡歯科大学 学務課 入試係　TEL 092-801-1885（直通）
E-mail gakumu@college.fdcnet.ac.jp

5月26日（日） 10：00～13：00

開催校 実施日

日 時

お問合せ

場 所

内 容

集合場所

7月27日（土）・8月3日（土）

福岡歯科大学

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡歯科大学学務課入試係　TEL.092-801-1885（直通）　FAX.092-801-0427
●ホームページURL http://www.fdcnet.ac.jp　 ●E-mail  gakumu@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/colhp

センター試験利用入試Ⅱ期区　分

募集人員
願書
受付期間
試験日

合格発表日

試験会場

AO入試Ⅱ期 学士等編入学試験一般入試A日程AO入試Ⅰ期 一般入試Ｂ日程

口腔歯学部

約17名 約15名 約45名 約4名 約2名 若干名 若干名約10名

福岡歯科大学試験場 福岡歯科大学試験場
及び東京試験場

H25.8.5（月）
～9.6（金）

H25.10.21（月）
～11.8（金）

H26.2.24（月）
～3.13（木）

H25.10.28（月）
～11.28（木）H26.1.6（月）～1.31（金） H26.1.20（月）～2.20（木）

H25.9.8（日） H25.11.9（土） H26.2.2（日）
H26.2.5（水）
午後5時

H26.2.5（水）
午後5時予定 H26.2.24（月）午後5時

H26.2.21（金）

H25.11.13（水）1次 H25.9.10（火）
2次 H25.10.2（水）

H26.3.14（金） H25.12.2（月）

H26.3.17（月） H25.12.4（水）

福岡歯科大学試験場

センター試験利用入試Ⅰ期推薦・指定校推薦入試

区　分

H25.10.17（木）H25.11.14（木）H25.12.19（木） H26.2.6（木）H26.2.20（木）H26.3.12（水）H26.3.27（木） H25.12.19（木） H26.2.6（木）H26.3.27（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む） 二次募集一次募集 三次募集一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

歯科衛生学科 専攻科・口腔保健衛生学専攻

試験会場 福岡医療短期大学

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約15名約5名約10名約10名 約5名 若干名 若干名 約35名
願書
受付期間
試験日

約5名約15名 若干名

H25.10.12（土）H25.11.9（土）H25.12.14（土） H26.2.1（土） H26.3.7（金）H26.3.26（水） H26.2.1（土）H26.3.26（水）H25.12.14（土）H26.2.14（金）

H25.10.1（火）
～10（木）

H25.11.1（金）
～7（木）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.2.3（月）
～12（水）

H26.2.17（月）
～3.5（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ）公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試

区　分

H25.10.17（木） H25.11.14（木） H25.12.19（木） H26.2.6（木） H26.2.20（木） H26.3.12（水） H26.3.27（木）合格発表日

一般入試 D日程（社会人含む） AO入試（社会人含む）一般入試A日程（社会人含む） 一般入試C日程（社会人含む）一般入試B日程（社会人含む）

試験会場

詳細は
入試係まで
お問い合わせ
ください。

募集人員 約5名約5名約10名 約5名 若干名若干名 若干名 約15名
願書
受付期間
試験日 H25.10.12（土） H25.11.9（土） H25.12.14（土） H26.2.1（土） H26.3.7（金） H26.3.26（水）H26.2.14（金）

H25.10.1（火）
～10（木）

H25.11.1（金）
～7（木）

H25.12.9（月）
～12（木）

H26.1.6（月）
～29（水）

H26.2.3（月）
～12（水）

H26.2.17（月）
～3.5（水）

H26.3.10（月）
～24（月）

福岡医療短期大学

公募推薦入試（Ⅰ） 公募推薦入試（Ⅱ）指定校推薦入試
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5月26日（日）／6月8日（土）・16日（日）
7月13日（土）・26日（金）
8月3日（土）・9日（金）・23（金）
9月14日（土）・28日（土）／10月12日（土）
11月23日（土）／12月14日（土）
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